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出
稼
ぎ
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
年
　
山
本
　
千
恵
美

　
出
稼
ぎ
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
　
す
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

私
達
は
、
毎
日
元
気
で
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
は
、
い
つ
も
の
年
よ
り
雪
が
少

な
く
、
晴
れ
の
日
が
続
く
こ
と
が
多
い

で
す
。
積
雪
は
、
た
い
へ
ん
少
な
く
、

今
は
五
十
セ
ン
チ
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。

　
二
月
二
日
に
新
一
年
生
の
一
日
入
学

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
豆
ま
き
大

会
も
あ
り
、
お
母
さ
ん
方
も
来
て
、
い

っ
し
ょ
に
豆
や
あ
め
な
ど
を
拾
い
ま
し

た
。
今
年
は
ひ
つ
じ
年
な
の
で
、
ひ
つ

じ
年
生
ま
れ
の
仁
志
君
、
武
志
君
、
裕

子
さ
ん
、
美
智
子
さ
ん
が
ま
き
ま
し
た
。

新
一
年
生
は
、
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
っ
て
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
拾
っ
て
い
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
．
、
先
生

方
も
、
ひ
ょ
っ
と
こ
や
お
か
め
の
．
面
を

か
ぶ
っ
た
り
、
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
ま
し

た
。

　
私
達
は
休
み
時
間
に
、
い
ろ
ん
な
遊

び
を
し
て
い
ま
す
。
卓
球
を
す
る
人
、

フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
を
す
る
人
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

私
と
美
智
子
さ
ん
は
、
今
、
卓
球
を
し

て
い
ま
す
。

　
私
達
は
、
毎
日
元
気
で
や
っ
て
い
ま

す
の
で
、
出
稼
ぎ
の
皆
さ
ん
も
元
気
で

　
清
津
峡
小
学
校
で
は
毎
年
、
出
稼
者

慰
問
文
集
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
立
派
な
文
集
が
で
き
あ
が
り
、
各

地
の
出
稼
者
の
も
と
に
届
け
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
文
集
の
中
の
一
編
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　
毎
日
、
電
報
配
達
員
に
よ
っ
て
配
達
　
　
き
為
替
電
報
と
い
え
ば
お
金
は
体
裁
の

さ
れ
る
電
報
の
70
％
は
慶
弔
電
報
で
あ
　
　
よ
い
現
金
袋
で
、
お
祝
い
の
言
葉
は
慶

り
ま
す
が
、
為
替
電
報
と
い
っ
て
お
金
　
　
弔
用
紙
で
相
手
方
に
届
け
て
く
れ
ま
す
。

を
早
く
届
け
る
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
に
は
旅
先
な

の
で
き
る
電
報
も
あ
送
金
は
為
替
電
報
で
　
ど
で
現
金
に
困
・
た

り
ま
す
。

　
東
京
な
ど
遠
い
所
の
親
せ
き
や
知
人

な
ど
に
卒
業
、
入
学
、
結
婚
等
の
祝
い

事
が
あ
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
出
か
け
な
く
と

も
郵
便
局
、
電
報
電
話
局
の
窓
ロ
ヘ
行

　
　
　
　
　
　
　
時
、
旅
館
あ
て
に
届

け
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
、
日
本
全
国

だ
い
た
い
一
日
で
受
け
と
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

人
生
往
来

◎
産
　
声

川
田
　
宗
幸
　
　
一
、
一
良

服
部
　
淳
チ
　
　
重
　
二

高
橋
　
　
岡
　
　
昭
　
、
、

富
井
博
文
　
　
博
　
一

村
山
　
雅
　
鉄
夫

◎
高
砂

　
新
郎
　
南
雲
　
秀
雄
（
三
）

｛　
新
婦
　
富
井
　
秀
子
（
二
。
）

徽
郎
村
山
重
行
（
二
四
）

礁
耀
警
箋

編
金
子
美
津
江
（
…
）

戴
既
夏
七
五
）

鈴
木
　
マ
ッ
　
　
（
五
九
）

井
ノ
川
タ
マ
　
　
　
（
九
三
）

南
雲
　
コ
ト
　
　
　
（
九
一
）

山
田
　
治
榮
　
　
　
（
六
七
）

桑
原
　
幸
雄
　
　
　
（
四
七
）

小
林
タ
キ
ノ
　
　
（
六
五
）

保
坂
　
義
孝
　
　
　
（
八
9

お
詫
び

町
子
（
、
雪
〉

（
言

干
溝

東
田
沢

芋
川

如
来
寺

東
田
沢

中
里
文
芸
二
月
投
稿

▽
俳
句

お
だ
や
か
に
日
を
と
ら
へ
た
る
実
南
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
子

定
ま
ら
ぬ
歩
巾
刺
さ
る
る
寒
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

エ
リ
カ
散
る
泡
沫
と
な
る
日
の
果
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
　
子

寒
菊
や
昨
日
の
雨
も
今
日
は
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芒
　
月

チ
ン
コ
ロ
が
ま
た
生
き
て
居
た
節
季
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳴
　
石

愛
犬
も
家
族
に
入
れ
て
年
の
膳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

風
響
の
樹
々
の
ま
ぶ
し
き
雪
散
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

白
足
袋
の
雪
に
乱
れ
し
か
く
れ
傘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥

寒
餅
の
水
底
に
沈
み
老
い
て
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

羽
叩
い
て
岸
に
立
つ
鴨
も
ぐ
る
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岳

わ
が
郷
の
苗
場
の
山
に
初
日
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

ほ
ろ
酔
い
の
夕
風
花
の
人
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独

冬
泉
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
日
が
育
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大

雪
街
の
名
残
り
露
地
裏
節
季
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉

山
は
だ
を
隠
せ
ぬ
暖
冬
宵
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康

▽
短
　
歌

早
春
の
雪
道
の
端
に
土
盛
り
て

ふ
き
の
と
う
の
一

児夫城サ山泉泉子

ツ
黄
萌
え
て
あ
り

　
　
　
　
代
志
江

繊
月
を
秋
に
詠
み
し
人
あ
り
き

　
　
　
小
宵
は
早
春
の
空
に
遊
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
　
子

如
月
の
空
に
青
き
月
な
が
め

　
　
　
離
れ
住
み
い
る
人
思
い
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
カ
ム
ラ

器
の
水
に
小
さ
な
命
託
し
つ
つ

　
　
　
浅
蝸
は
恋
ふ
る
か
遠
き
潮
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

暖
か
な
冬
を
迎
か
え
て
農
婦
等
は

　
　
　
ひ
と
日
憩
い
ぬ
生
花
を
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
ケ
ン

刻
の
間
も
惜
し
み
て
紬
織
る
老
姿

　
　
　
　
機
打
つ
影
も
昔
の
ま
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

遠
く
よ
り
訪
ひ
来
し
友
の
笑
む
顔
は

　
　
　
　
　
嵐
の
後
の
秋
空
に
似
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
タ
カ

堀
之
内

＋
日
町

東
田
沢

＋
日
，
町

小
　
出

東
京
都

堀
之
内

ド
　
山

如
来
寺

堀
之
内

角
　
間

東
田
尻

荒
屋

芋
沢

月
号
の
高
砂
欄
中
、
新
婦
田
口

　
　
　
　
　
と
あ
る
の
は
田
口
真
知
子

　
　
　
の
誤
り
で
し
た
。
訂
．
止
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。
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私たちの村
人　口 7，265（一4）

男 3，604（一1）

女 3，661（一3）

世帯数
一

1，664（一4）

1　月　　3　1　日　f見　在
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、転

◆
十
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
雪
の
少
な
い
今
年
の
冬
。

　
新
清
水
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
し
た
か
ら

と
い
う
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
、

一
．
月
と
い
う
の
に
阿
寺
山
は
“
白
”
よ

り
”
褐
色
”
が
目
立
ち
、
平
場
に
い
た

っ
て
は
田
圃
の
畔
は
お
ろ
か
稲
の
切
り

株
、
ふ
き
の
と
う
ま
で
が
顔
を
出
し
て

い
る
有
様
で
、
こ
れ
か
ら
先
の
冬
将
軍

の
”
気
ま
ぐ
れ
”
を
見
越
し
て
も
記
録

的
な
暖
冬
に
な
る
事
は
確
実
の
よ
う
で

す
。
と
こ
ろ
で
、
雪
が
つ
く
っ
て
く
れ

た
自
然
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
住
民
挙
っ

て
冬
の
一
日
を
楽
し
も
う
と
年
々
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
地
域
ぐ
る
み
の
雪
上
運

動
会
。
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を
こ
ら
し
た

計
画
を
立
て
て
い
る
地
域
の
人
々
に
と

っ
て
は
何
と
も
気
の
も
め
る
小
雪
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

雪
国
に
住
む
私
達
自
身
の
娯
楽
の
一
つ

が
“
暖
冬
異
変
”
に
奪
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
、
せ
め
て
三
月
中
旬
こ
ろ

ま
で
は
雪
が
あ
っ
て
ほ
し
い
と
希
い
た

く
も
な
る
昨
今
で
す
。

◆
多
く
と
も
少
く
と
も
何
か
に
つ
け
て

心
配
の
種
と
な
り
が
ち
な
雪
で
す
が
、

今
年
の
小
雪
は
こ
れ
か
ら
先
、
私
達
の

生
活
に
ど
う
係
わ
っ
て
く
る
の
で
し
ょ

う
か
。
本
当
に
小
雪
で
良
か
っ
た
と
言

え
る
か
ど
う
か
は
、
こ
れ
か
ら
に
か
か

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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1
国
民
年
金
ー

保
険
料
が
四
月
か
ら
三
、
三
〇
〇
円
に

　
国
民
年
金
の
定
額
保
険
料
が
、
こ
の

四
月
か
ら
一
か
月
三
、
三
〇
〇
円
に
改

め
ら
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
一
か

月
三
、
七
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
五
十
一
年
度
の
法
改
正

と
そ
の
後
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
り
、

夫
婦
が
と
も
に
付
加
保
険
料
に
加
入
し

て
、
二
十
五
年
間
納
め
た
場
合
、
年
額

一
、
〇
三
〇
、
二
〇
〇
円
（
月
額
八
五
、

八
五
〇
円
）
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
こ
う
し
た
年
金
を
支
給
し
、
将

来
に
わ
た
っ
て
健
全
な
年
金
財
政
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
保
険
料
は

一
か
月
六
、
○
○
○
円
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
国
で
は
、
加
入
者
の
負
担
が

急
に
ふ
え
る
こ
と
を
避
け
て
、
昭
和
五

十
二
年
か
ら
保
険
料
の
段
階
的
引
き
上

げ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
の
改
正
理
由
は
、
こ
の
段
階
的
な

引
き
上
げ
に
加
え
、
昨
年
の
年
金
額
の

増
額
（
物
価
ス
ラ
イ
ド
分
）
に
要
し
た

財
源
を
補
て
ん
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。　

こ
の
よ
う
な
ご
と
か
ら
加
入
者
の
み

な
さ
ん
の
負
担
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、

国
民
年
金
を
よ
り
よ
い
制
度
に
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

0

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

◎
交
付
日
時
　
三
月
二
十
三
日
（
金
〉

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

◎
交
付
場
所
　
中
里
村
役
場

◎
必
要
書
類
等

　
◆
印
鑑
（
共
同
申
請
の
場
合
は
、
全

　
　
　
　
　
員
の
印
鑑
が
必
要
）

　
◆
免
税
軽
油
使
用
者
証

　
◆
耕
作
面
積
証
明
書

　
　
（
農
業
委
員
会
で
証
明
を
受
け
て

　
　
　
下
さ
い
）

　
◆
使
用
機
械
の
証
明
書

ら
す
、

、
円
で
剛

力
0
　
　
　
、

月
0

4
3
　
　
　
‘

　
3

ε、弊

　
　
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）
又
は

　
◆
納
品
書
等
の
写
し

　
　
（
機
械
の
製
作
所
名
、
名
称
、

　
　
　
型
式
、
馬
力
、
燃
料
消
費
料
等

　
　
　
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

　
　
　
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
）

◎
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日
町
財
務

　
　
　
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
不
明
の
点
は
十
日
町
財
務
事
務

　
　
　
所
（
電
話
七
－
五
五
一
一
）
へ

　
　
　
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

国矯
v

棚

農
業
用
軽
油
免
税
証
を
交
付
し
ま
す

　
農
業
用
軽
油
に
か
か
る
免
税
証
の
交

付
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
交
付

を
受
け
て
下
さ
い
。

　
尚
、
当
日
交
付
を
受
け
な
か
っ
た
場

合
は
、
交
付
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

　
　
　
訓
練
生
募
集
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
ロ
同
等
職
業
訓
練
校
－

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

次
の
要
領
に
よ
り
昭
和
五
十
四
年
度
の

訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
申
し
込
み
締
切

　
三
月
十
五
日
（
木
）

　
申
し
込
み
書
は
訓
練
校
に
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み
先

　
十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

　
（
十
日
町
市
本
町
六
丁
目

　
　
　
　
　
電
話
二
⊥
二
八
〇
三
番
）

　
な
お
、
転
職
訓
練
の
申
し
込
み
は
、

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
へ
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
詳
細
は
建
築
組
合
の
十
日
町
市
高
等

職
業
訓
練
校
ま
で

◇
募
集
内
容
　
表
の
通
り

区分 訓練科目 定員 訓練期間 訓練時間
成
人
訓
練

経理事務科

人
3
0

　6ヵ月

（4月～10月）

（昼間訓練）

13：30～16二〇〇

　週2回

養
成
訓
練

建築製図科
（専修課程〉

40
　6ヵ月

（4月～9月）

（夜間訓練）

19：00～21二〇〇

　週3回

建　築　科
（高等課程）

30
　3力年

（4月～11月）

（夜間訓練）

19二〇〇～21二〇〇

　週4回
転
職
訓
練

建　設　科

（型わく）

前期20

後期20

　3ヵ月宇
覆翻進

（昼間訓練）

9二〇〇～16二〇〇

週5回

交
通
災
害
共
済

　
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
を

　
新
潟
県
交
通
災
害
共
済
組
合
で
は
、

昭
和
五
十
四
年
度
の
加
入
申
し
込
み
を

受
け
つ
け
て
い
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
他
人
事
で
な
く
な
っ
て
き

た
「
交
通
事
故
」
に
備
え
て
家
族
ぐ
る

み
で
加
入
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
加
入
申
し
込
み
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
加
入
資
格
　
村
内
に
住
ん
で
い
る
人

　
　
な
ら
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
　
区
長
さ
ん
を
通
じ

　
　
て
各
世
帯
に
申
し
込
み
用
紙
を
配

　
　
付
し
ま
す
の
で
、
示
さ
れ
た
期
日

　
　
ま
で
に
記
入
の
う
え
、
一
人
三
五

　
　
〇
円
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

　
　
さ
い
。

　
会
員
資
格
　
』
一
月
中
に
申
し
込
ん
だ

　
　
方
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月

　
　
三
十
一
日
ま
で
で
す
が
、
年
度
途

　
　
中
の
加
入
者
は
、
加
入
の
翌
日
か

　
　
ら
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と

　
　
な
り
ま
す
。

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
芋
沢
の
保
坂
信
義
さ
ん
よ
り
故
、
父

保
坂
義
孝
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
、
金
三
万
円
が

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
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〃
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b
・
ノ
　
4
、
』
刀
．
’
，
　
〃
．
・
　
ー

ワ
鴻
（
、
内
ソ
6
へ
囚
ソ
ノ
O
ハ
内
リ
ゾ
R
h
団
、
・
冶
　
［

o
r
つ
o
》
し
し
》
し
つ
》
㌧
　

レ
ノ
・

　
去
る
一
月
二
十
一
日
、
総
合
セ
ン
タ

ー
で
恒
例
の
村
民
娯
楽
大
会
が
、
又
、

二
月
十
八
日
に
は
倉
俣
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
同
地
区
の
娯
楽
大
会
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
娯
楽
大
会
で
は
、
予
定
さ
れ
て

い
た
百
人
一
首
へ
の
参
加
者
が
少
な
く

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
小
雪
を
反
映

し
て
か
両
会
場
と
も
そ
れ
ぞ
れ
将
棋
、

囲
碁
、
麻
雀
の
三
種
目
に
四
十
余
名
が

参
加
、
雪
の
心
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
、

の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
熱
戦

［
－
一
－

を
展
開
よ
ま
し
た
。

　
各
会
場
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
村
民
娯
楽
大
会

将
棋

囲
碁

囲
碁

優
勝

二
位

三
位

（
A
級
）

優
勝

二
位

三
位

（
B
級
）

優
勝

広
田
　
　
信

井
ノ
川
喜
章

山
田
　
　
博

南
雲
繁
一

吉
楽
高
義

鈴
木
善
雄

井
ノ
川
音
吉

灘
職
欝
灘
臨
簸
…
…
㌶
憶
…
…
一
…
一
｝
欝
…
㌶
…
榊
…
…
僻
…
”
）
…
”
…

×
〉
ハ
〉
ハ
〉
〈
一
×
×
×
×
〔
〉
ハ
〉
◎
釦
鰯
…
民
㎝
孫
・
寄
…
　
蔑
旗
・
会
…
×
〉

　
「
ど
う
も
体
が
重
い
」
　
「
体
が
な
ま

っ
た
」
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
大
雪
、
小
雪
に
か
か
わ
ら
ず
冬
は
運

動
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。

　
今
年
の
冬
こ
そ
雪
の
上
に
出
て
思
い

き
り
手
足
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
雪
国
に
住
む
私
た
ち
こ
そ
雪
を
楽
し

む
心
が
け
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。

　
今
ま
で
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し
た
こ
と
の
な
い

あ
な
た
も
今
年
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ

い
。

　
一
、
期
日
　
．
二
月
十
一
日
（
日
）

　
一
、
マ
ゥ
ン
ト
パ
！
ク
津
南

　
一
、
宝
さ
が
し
、
ゲ
ー
ム

　
　
　
　
　
講
習
会
、
や
さ
し
い
回
転

　
　
　
　
　
競
技
。

　
一
、
参
加
料
　
大
人
五
〇
〇
円

　
　
　
小
・
中
・
高
校
生
三
〇
〇
円

　
　
（
但
し
リ
フ
ト
代
は
各
自
負
担
）

　　麻

　　雀

三二優三ニイ立　｛立　月券　イ立　｛立

◎
倉
俣
地
区
娯
楽
大
会

将

棋

囲
　
碁

麻
　
雀

三　二優　三　二優　三　二優
イ立　｛立　月券　｛立　｛立　月券　イ立　｛立　月券

田高高常小
中橋橋山山
良定信一…秋
…利雄雄作

富鈴吉南広服根斉山
井木楽雲田部津喜田
盛宗義繁松　正盛賢
勝雄夫一井寧治隆松

一
、
集
合
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
す

　
　
る
人
は
八
時
三
十
分
迄
に
総
合

　
　
セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
。

　
　
自
家
用
車
で
行
く
人
は
九
時
三

　
　
十
分
ま
で
に
現
地
に
集
合
し
て

　
　
ド
さ
い
。

｝
、
参
加
申
し
込
み

　
　
三
月
九
日
ま
で
に
公
民
館
（
電

　
　
話
二
四
九
三
）
へ

一
、
そ
の
他
　
昼
食
持
参
（
豚
汁
の
サ

　
　
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の
で
食
器

　
　
類
を
用
意
し
て
下
さ
い
。
）

　
一
年
間
転
送
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
郵
便
局
へ
も

　
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
就
職

・
進
学
・
転
勤
な
ど
で
、
住
所
の
変
わ

る
方
が
多
い
時
期
で
す
。
転
居
を
す
る

場
合
、
市
町
村
役
場
へ
は
届
け
を
出
す

方
も
、
つ
い
う
っ
か
り
し
が
ち
な
の
が
、

郵
便
局
へ
の
「
転
居
届
」
で
す
。

　
郵
便
局
へ
転
居
届
を
出
し
て
お
き
ま

せ
ん
と
、
友
人
や
知
人
な
ど
か
ら
出
さ

れ
た
お
便
り
が
、
あ
な
た
の
お
手
元
へ

届
か
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
郵
便
局
へ
届
け
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
郵
便
局
で
は
、
転
居
届
を
提
出
さ
れ

ま
す
と
、
旧
住
所
と
新
住
所
の
そ
れ
ぞ

　
　
　
、

「
転
居
届
」
を

れ
の
配
達
を
受
け
持
つ
郵
便
局
で
、
配

達
名
簿
を
修
正
し
、
転
送
の
希
望
の
日

か
ら
一
年
間
、
新
し
い
住
所
へ
転
送
し

ま
す
。

　
転
居
届
を
提
出
す
る
場
合
、
引
越
し

な
ど
で
お
忙
し
い
場
合
に
は
、
次
の
事

を
普
通
の
は
が
き
に
ご
記
入
の
上
、
ポ

ス
ト
ヘ
入
れ
て
下
さ
い
。

1
、
届
出
年
月
日
　
2
、
届
け
を
出
す

方
の
氏
名
　
3
、
旧
住
所
　
4
、
新
住

所5
、
住
所
を
変
更
す
る
方
の
氏
名

6
、
郵
便
物
の
転
送
を
開
始
す
る
日

　ぐ　ゆ　ひくトけゆ　ゆや　　ぐ　つ　

九差支訪問＿蕊縫学 　
年
々
　
民
謡
愛
好
者
が
ふ
え
、
中
里

村
で
も
あ
ち
こ
ち
で
グ
ル
ー
プ
活
動
が

盛
ん
に
な
り
、
自
分
な
り
の
趣
昧
に
心

の
ゆ
と
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
事
は

喜
こ
ば
し
い
傾
向
で
す
。

　
こ
の
地
方
に
伝
わ
る
郷
土
民
謡
を
継

承
、
保
存
す
る
目
的
で
昭
和
四
十
二
年

に
発
足
し
た
「
さ
ざ
波
会
」
は
村
内
各

地
の
敬
老
会
や
盆
踊
り
へ
の
協
力
は
も

と
よ
り
の
こ
と
、
一
昨
年
は
県
民
謡
協

会
の
年
次
大
会
で
清
津
峡
小
唄
を
発
表
、

更
に
昨
年
は
B
S
N
主
催
の
「
越
路
お

ど
り
」
に
天
神
ば
や
し
と
ホ
ー
カ
イ
節

の
踊
り
を
公
開
す
る
な
ど
、
幅
の
広
い

活
動
を
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

「
民
謡
を
や
り
は
じ
め
て
か
ら
体
の
調

子
が
良
く
、
夜
は
良
く
ね
む
ら
れ
、
毎

日
の
仕
事
も
容
易
な
の
で
父
ち
ゃ
ん
に

も
て
ま
す
て
の
ー
一
と
は
あ
る
会
員
の

ワ
ラ
ヤ
マ
シ
ー
二
言
で
し
充
。


